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書
選
遺

書

画|-E-一望~亙
ことは、父兄が子供の育成について、いかに関心をょ

せられているかを示されたものであり、まことに喜ば

しいことと思います。

須釜児童館は、館長く助役兼任〕のほか専任の児童

厚生員と助手で運営に当り、叉館長の諮問機関として

児童館運営協議会を設置している。

児童の生活指導は、入所児童52名について、毎日午

前8時30分から午后3時まで、お話し、リズム音楽

(うた、楽器、遊戯など〉図画、工作、絵本の観察、

指人形、紙芝居、ゲーム遊び、自由遊び、生活発表

(家庭のできごとなどを一人一人発表する〉その他の

生活指導を行っており、児童たちは毎日元気にすくす

くと生長している。

玉川村立須釜児童館は、北須釜字堀ノ内に、工費

6，253，000円で、木造平量建 l部2階建外部モルタル

仕上、延面積396平方米く120坪〉敷地8，118平方米 (246

坪)で昨年10月に着工、本年 1月に完成しました。

児童館は、小地域を対象として、児童に健全な遊び

を与えミ幼児または、少年を個別的及び集団的に指導

して、児童の健康を増進し、情操をゆたかにするとと

もに、子供会、母親クラブ等の地域組織活動の育成増

長をはかる等、児童の健全育成に関する機能を有する

ものとされています。

須釜児童館は、この趣旨の達成をはかるため児童福

祉法に基っ・く児童厚生施設として、去る 4月1日開設

し、更らに 5月2日から就学前の児童の生活指導を開

始したところ、定員を超える52名の入所申込があった
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薦
者
計
六
三
名
の
構
成
人
員

と改築の建物建築費比較統合

に
つ
い
て

に
よ
る
西
部
地
区
小
学

生徒数'数級学 必要基準面積 建築費 国庫補助金 村負担分学校名 424.1 
校舎|屋体 補助率 1/3 2/3 

改 推定 校舎屋体
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4年度文部省単価

校
統
合
問
題
協
議
会
委
員

が
村
長
よ
り
委
嘱
さ
れ
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
促
進

す
る
た
め
の
研
究
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
第

一
回
の
会
合
が
去
る
三
月

二
十
四
日
公
民
館
会
議
室

に
開
か
れ
た
が
、
川
辺
部

落
の
各
委
員
は
こ
の
委
嘱

状
を
一
括
返
上
し
た
た
め

川
辺
部
落
委
員
欠
席
ハ
矢

部
商
力
太
郎
氏
出
席
)
の
ま

L
会
議
が
開
か
れ
た
、
そ

の
結
果
、
川
辺
部
落
と
話

し
合
っ
て
円
満
早
期
統
合

促
進
を
申
し
合
わ
せ
た
0

4

そ
の
後
、
教
育
長
等
が

川
辺
に
出
向
き
、
話
し
合

い
の
場
を
持
つ
交
渉
を
行

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
芯

じ
る
気
色
が
な
い
ま
L

第

二
一
回
目
の
統
合
問
題
協
議

会
が
四
月
二
十
二
日
開
か

れ
、
協
議
会
長
に
小
原
忠

治
氏
、
副
会
長
に
矢
吹
幸

夫
氏
、
常
任
委
員
十
二
名
小
高
、
竜
崎
の
三
校
統
合

を
互
選
し
た
後
、
統
合
促
と
、
同
三
校
改
築
の
場
合

進
を
再
確
認
、
敷
地
を
阜
に
要
す
る
建
築
費
、
校
舎

く
決
定
す
べ
き
光
と
の
強
屋
体
に
つ
い
て
比
較
し
て

い
意
見
も
出
た
程
だ
っ
た
み
ま
す
と
別
表
の
と
お
り

が
結
局
、
敷
地

η
検
討
は
で
す
。
こ
の
表
で
わ
か
る

後
に
す
る
こ
と
に
じ
て
、
よ
う
に
、
?
三
校
統
合
と
三

常
任
委
員
で
川
辺
部
落
民
校
そ
れ
ぞ
れ
改
築
の
場
合

と
話
し
合
う
機
会
を
持
つ
の
建
築
費
を
比
較
し
て
み

こ
と
に
な
り
統
合
問
題
も
る
と
村
負
担
分
の
経
費
で

実
現
の
方
向
え
一
歩
ず
つ
統
冶
の
場
ム
門
戸
は
約
四
千
万

前
進
し
て
お
り
ま
す
。
円
だ
け
少
な
く
て
す
む
わ

次
に
参
考
ま
で
に
川
辺
け
で
す
。

ら
れ
た
が
、
渡
舟
時
間
は

左
の
様
に
定
め
た
。
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農作物被害

吾苗tスんiiこ 麦稲

~L11Lb八時|
i二11Llttl~I~1
七 ll~l-ll六l
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ん
は
夜
半
に
な
っ
て
急
増

じ
県
道
千
五
沢
矢
吹
τ

線
王

城
橋
が
流
失
叉
中
地
区
の

藤
壇
一堤
防
が
危
険
と
な
り

中
区
民
及
び
消
防
団
、
穴

一
戸
組
、
湯
沢
組
の
必
-
死
の

徹
夜
作
業
に
よ
り
堤
防
の

決
壊
は
ま
ぬ
か
れ
た
。

沼
山
玉
城
橋
の
流
失
に
よ

り
矢
吹
町
と
の
交
通
が
杜

絶
し
対
岸
に
農
耕
地
を
持

つ
方
及
び
矢
吹
町
よ
り
水

郡
線
を
利
用
し
・
通
勤
通
学

さ
る
方
々
の
不
便
は
斗
り

知
れ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
が

小
一
回
同
区
の
添
田
義
雄
さ
ん

等
の
有
志
が
波
舟
を
思
い

つ
き
早
速
郡
山
市
の
石
田

砂
利
庖
に
交
渉
し
1

渡
舟

出
来
る
様
に
な
っ
た
。

一
方
阿
部
ノ
ブ
さ
ん
は
こ

の
波
舟
を
一
手
に
引
受
け

長 P委出し討 rと数 れ署じろ現を辺 が合にと成いたを統係め局論う分校地検的学学
、で:負員;怠さ 'よよ議lのの育也そ~てて名めう在守部し多の多の、Tたこ結開合部、ででと校、区討点力校そ .村
西 A 、，土札しうさ統委のいを、とのる落かカかミ趣く強早各果催に落今もし、の小にし等ののこ .進民
部会
地長内村線一、問会村。つ辺る辺」「そたに川意意、実落川親い談度の o年校小る、ら上、、朽つ心
区、各議が統題で議 た部動小が川の。は辺見現は辺して会始方そ前を学、こゆ、教 ζ 危つの
、各区員:強合には?会 と落き学結辺後 賛部がす統部くのをめ針こか統校川!のる更育れ険あ西
各種長、くを;っ何及 も大が校成小平 成落圧ベ合落懇説開ょをでら合、辺際面にのか校り部
区間、教打促い回び 言半でをさ学速 のも倒きにを談明いりか村のし竜小西か経振ら舎ま地
推体各育ち進ても村 わのは守れ校川 戸統的だ賛除し会て関た当与よ崎学部ら済興ののす区

た。小
めす学
、で校
こに統
のご合
ま承 i吋
L 知題
放のの
置と話
でおし
ぎりあ
な、い

い本が
現村進
状立め
でのら
あ小れ
り学
ま校前
すは。

台
風
四
号
大
き
な
被
害

1
1
玉

城

橋

が

流

失

1
1

六
月
三
十
八
日
の
台
風

四
号
で
本
村
内
で
も
一
二

七
粍
の
雨
量
が
記
録
さ
れ

各
河
川
は
危
険
水
域
を
越

え
農
作
物
及
土
木
施
設
に

大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

特
に
阿
武
隈
川
の
は
ん
ら

農
業
委
員
会
委
員
き
ま
る

62，000円

任
期
満
了
に
よ
る
農
業

委
員
会
委
員
の
選
挙
が
七

月
十
五
日
執
行
さ
れ
次
の

屋体坪単価82;100円校舎坪単価

方
々
が
決
定
。
困
難
な
る

農
政
問
題
山
積
の
折
新
委

員
の
活
躍
を
期
待
す
る
。

旧提防流失の状況(昭41.6. 29朝〉

尚
仮
橋
は
入
札
に
よ
り

湯
沢
組
が
実
施
す
る
事
に

な
り
九
月
末
日
迄
に
は
出

来
上
る
予
定
。
其
の
外
村

内
の
公
共
施
設
は
道
路
の

大
き
く
被
災
し
た
個
所
四

相
判
所
と
な
っ
て
居
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
復
旧
計

画
を
進
め
て
い
る
。

農
作
物
の
被
害
は
別
表

の
と
お
り
だ
が
こ
れ
に
対

し
村
一
は
対
策
本
部
を
設
け

特
に
水
稲
の
冠
水
田
に
は

一薬
剤
の
無
締
法
交
付
を
行
い

病
害
の
発
生
を
防
止
す
る

こ
と
に
つ
と
め
た
。
水
稲

被
害
面
積
及
び
薬
剤
の
交

付
量
は
次
の
と
お
り
。
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昭
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田
十

h
S
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日
司
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哀
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吋
ノ
プ
乏
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な
-

一
年
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税
叫
担
ホ
3
d
w
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U
f
J
1プ
ゐ
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村
に
お
い
て
も
国
土
調
査
事
業
の
:
筆
地
測
量
ま
で
の
地
区

籍

調

査

が

昭

和

四

十

年

度

よ

り

実

(

第

一

年

自

)

県

の

四

・

六

米

づ

く

り

さ

れ

ま

し

た

と

と

は

皆

さ

ん

御

承

計

画

区

堂

平

地

区

運

動

に

即

応

し

て

米

作

農

の
こ
と
L
存
じ
ま
す
o

実
施
面
積
四
、

O
平

方

家

の

自

主

的

生

産

活

動

を

地
籍
調
査
と
は
、
国
土
調
査
法
キ
ロ
ハ
約
四

O
O町
歩

)

活

発

に

す

る

た

め

役

場

を

に

定

め

ら

れ

て

あ

る

調

査

で

現

在

実

施

字

川

辺

部

落

中

心

…

に

各

種

団

体

を

結

集

使

用

さ

れ

て

い

る

土

地

台

帳

及

び

堂

平

、

金

波

、

山

森

田

、

武

し

囚

割

増

収

六

割

省

力

の

不

動

産

登

記

簿

表

題

部

の

記

載

の

道

吋

保

田

五

字

計

画

の

も

と

十

年

後

に

は

更

改

、

地

図

の

整

備

で

あ

り

ま

し

吉

部

「

一

0
ア
ー
ル
当
り
一

O
俵

て
こ
れ
ら
が
実
情
に
合
致
す
る
よ
五
駄
苅
、
遠
下
、
中
平
、
樋

う
に
調
査
す
る
も
の
で
有
ま
す
o

場

、

天

王

前

、

沢

向

、

滑

津

、

日

開

u
n
M
M
M
れ
れ

昭
和
田
十
一
年
度
の
地
籍
調
査
一
柏
市
昨
日
付
明
日
一
世
帯
一
住
宅
と
は
良
建
設
す
く
べ
く
敷
地
造
成
田
の
基
盤
整
備
、
近
代
化

事
業
実
施
地
域
は
次
の
と
西
ノ
内
十
四
字
く
開
く
言
葉
で
あ
り
政
府
に
取
り
か
か
り
八
月
中
に
集
盟
栽
培
、
地
力
の
保
全

将
一
示
、
ワ
と
な
っ
て
ま
す
か
ら
計
画
区
和
尚
平
地
区
の
方
針
で
あ
り
ま
す
o

昭
住
宅
の
入
札
を
行
い
十
一
対
策
、
病
虫
害
の
防
除
対

/
ノ
地
域
土
地
所
有
者
並
び
に
実
施
面
積

O
、
三
平
方
和
田
十
一
年
度
に
於
て
本
月
竣
功
の
目
標
で
進
め
て
策
並
に
技
術
的
推
進
等
総

立

問

土

地

管

理

者

は

本

事

業

キ

ロ

ハ

約

三

。

町

き

そ

公

営

住

宅

産

て

る

居

り

ま

す

o

合
的
に
計
画
し
て
推
進
す

¥

推

進

の

た

め

特

段

の

御

協

川

辺

部

落

計

画

を

進

め

て

参

り

ま

し

建

築

は

一

一

戸

三

一

、

四

る

こ

と

に

な

っ

℃

お

り

ま

一

一

刊

行

可

る

よ

う

御

願

い

和

尚

平

、

舘

た

が

一

O
戸
の
公
営
住
宅
五
平
方
米
ハ
一

O
五
坪
)
で
す
の
で
農
家
の
皆
さ
ま
の

J
1

二
、
面
積
計
算
ょ
っ
地
籍
建
設
が
正
式
に
認
め
ら
れ
第
二
種
公
営
住
宅
で
す
。
特
段
の
お
協
力
を
お
顕
し

一
、
一
筆
地
調
査
よ
り
一
簿
作
成
ま
で
の
地
区
大
字
竜
崎
字
蕨
岡
地
内
に
敷
地
は
池
の
近
く
で
あ
り
ま
す
。

を

将

つ

あ

飼

っ

る

い

を

、

事

つ

は

年

頭

頭

て

因

は

パ

れ

も

が

ま

脱

ら

究

白

ら

て

し

し

多

は

っ

収

'

り

千

し

モ

等

た

に

が

o
論

伴

よ

お

殖

は

入

に

で

本

山

知

し

原

費

ン

は

に

象

活

。

と

ち

研

か

し

J

J

0・
3

0・
0
1
n
J

ま

増

が

震

な

の

な

侶

で

は

因

文

ど

要

す

勿

に

に

ι
増

の

導

と

郡

0

5

3

一

万

の

泊

ア

云

鶏

現

最

の

ど

に

代

翠

お

勿

η
∞
∞

m
m
m

来

が

率

全

と

〉

と

1

望
て

諒

し

な

必

ま

は

少

足

国

の

も

畜

こ

川

す

を

値

に

の

と

養

な

が

も

と

互

時

抜

ー

し

6
0
9
5
5
7

用

比

安

的

り

円

も

者

い

の

討

し

る

い

昇

減

不

が

牛

な

素

の

o

石

ま

殿

田

加

安

の

給

め

し

う

た

た

の

お

保

で

t
3
3
4ゐ
万
m
A
M
W

幻

釘

て

使

う

ば

り

当

万

ぺ

が

つ

値

検

透

え

思

上

の

の

す

用

主

用

ら

す

と

り

増

の

い

需

た

か

よ

し

つ

も

か

天

の

し

久

江

/

町

内

ん

し

に

あ

れ

心

h

M
い
賀
に

高

に

見

考

と

格

数

肉

で

肉

の

肉

れ

ま

す

お

古

平

の

肉

多

で

い

し

の

ま

張

た

い

た

な

1

i

i

加
面
に
す
関
ひ
低
昨
日
加
ん

は

互

の

て

う

価

頭

牛

の

も

策

び

こ

し

ま

て

頭

豚

が

け

な

o

こ

り

頑

し

よ

し

の

培

の

混

培

の

匂

最

活

白

手

て

お

来

い

ろ

育

て

も

て

施

及

も

顕

し

っ

∞

年

り

だ

れ

す

に

あ

で

落

が

査

も

年

年

竿

年

年

年

年

年

が

等

低

栽

家

刀

、

防

く

3

い

苧

寸

月

の

痕

て

お

申

な

頭

頭

パ

本

間

た

と

ま

年

B
Z

頚

調

る

2
m
m
u
n
お
M

U

M

切

れ

引

要

干

霜

を

農

点

て

平

安

ず

お
悶
蹴
コ
三
対

M
C
仰
の
す
制
弘

t
v
J川
和

吋

糊

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

鳩

山

主

主

ぶ

主

れ

留

ぺ

τた
業

に

協

つ

が

致

頭

ま

J
-
w刈

γ
て

/

七

o

会

考

〉

梅

ム

期

晩

づ

依

〉

鶴

値

適

つ

し

事

村

の

に

産

調

川

東

6
り

3
m
一

フ

一

γ

中

山

ぅ

業

委

一

埋

近

ガ

花

¥

っ

ω
均
締
ま
ミ

、

訪

日

掛

目

一

ま

付

て

様

嬰

生

ヲ

児

~

ぉ

同

へ

斗

川

ょ

農

に

Z

最

ゾ

彦

か

鐙

し

平

明

で

隔

7
く

M

a

必

了

れ

貸

等

皆

状

販

玉

大

し

昭

一

/

¥

い

し

県

常

単

0

0

0

2

す

高

で

産

玄

関

o

/

1

つ

ら

地

業

で

の

の

の

一

価

「

i
f
-
-
u
h
で

非

e

・
・

8

0

0

ρ

り

ユ

梅

ま

年

り

年

長

来

m
う

示
き

/

J

一

め

冷

事

の

在

豚

期

数

禰

v

数

JJJ1ι
初
日
と
格
が

4
8
5
2
6
0
0
0
0
く
チ

o
り

数

盛

今

合

在

J

ょ

知
動
一
回
↓
」
ム
ゴ
究
開
口
諸
問
官
十
γ7一
持
品

7
9
2灯
三
宮
民
間
見
芯
叩

の

の

へ

(

白

羽

一

方

タ

増

寸

対

ま

乙

、

と

¥

一

刀

ら

の

あ

く

る

ま

あ

υ
。
、

1
弓

り

・

よ

ヘ

防

悩

十

四

本

ン

料

検

落

苅

り

椅

~ι

い

な

来

が

年

年

年

年

年

年

年

年

年

き

mw
に

〆

す

:

比

代

千

格

一

時

J

一

基

セ

飼

を

下

6
川

川

お

価

)

心

れ

は

以

搭

o
元

元

元

元

凶

加

知

羽

ω
で

用

と

な

で

で

酬

と

場

じ

お

「

主

め

成

急

策

肉

ら

て

側

一

一

ぺ

3

寸

て

保

価

た

保

政

応

治

正

待

の

こ

し

け

の

E
益

栽

準

均

偲

議

期

間

百

た

育

緊

施

豚

か

石

浅

っ

I

ド
」
年
7

く

天

の

し

天

安

慶

明

タ

タ

タ

ク

大

期

そ

た

果

わ

す

〉

収

o

に

ト

ω
4
R
る
殖
、
ぺ

φ

月

な

肘

μ
幻
山
な

A

V

米
ま

A
ザ

o
来

結

い

で

れ

の

う

等

は

m
州

製

a

計
繁
業
し

1

と

邸

符

勾

|

し

の

見

た

て

く

高

量

ま

円

ょ

モ

良
い
処
で
す
の
で
入
居
に
下
さ
れ
大
い
に
利
用
し
て

つ
い
て
は
今
か
ら
心
掛
け
:
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
・
六
米
づ
く
り
運
動

ハ
第
一
一
年
目
)

計
、
画
~
区
蟹
沢
地
一
弘

実
施
面
積
、
四
-
一
三
平
方

キ
ロ
ハ
約
四
三

O
町
歩
)

実
施
字
甫
須
釜
部
落

中
奥
平
、
堂
ノ
内
、
西
ケ
作

高
屋
敷
、
竹
ノ
内
、
松
畑
、

蟹
沢
、
兎
田
、
中
窪
、
作
田
、

長
内
、
荻
ノ
田
、
行
人
塚

十
三
字

北
須
釜
部
落

池
ノ
作
、
小
泉
、
宝
司
頭
、

東
ノ
内
、
総
与
内
、
中
〆
内

仏
供
田
、
中
度
数
、
車
田
、

山
田
、
雀
森
、
宮
田
、
東
関
、

桜
窪
、
竹
ノ
花
、
追
分
、
堅

木
石
、
森
殿
、
堀
ノ
内
、
半

身
回
、
一
一
一
蔵
そ
近
舘
石
、
吹

上
二
十
三
字

吉
部
落
神
戸
、
山
ノ
神
、
上
ノ
入
、

池
ノ
上
、
荒
田
、
上
ノ
前
、

杉
内
、
中
下
、
畑
中
、
宮
作
、

境
田
、
宮
〆
前
十
ニ
字

村
営
住
宅
の
建
設
始
る

世
話
に
な

っ
た
小
学
校

に
、
役
に
立

つ
も
の
を
寄

関
し
た
い
と

の
考
え
か
ら

大
字
小
高
出

身
で
現
在
白

河
市
で
木
工

場
を
経
営
し

大
成
功
し
て

い
る
、
東
京

ワ
イ
ヤ
ー
木

王
所
社
長
車
田
八
郎
氏
は

こ
の
程
小
高
小
学
校
に
鉄

骨
造
り
の
堂
々
た
る
国
旗

掲
揚
塔
を
寄
附
し
、
父
兄

並
に
児
童
達
か
ら
感
謝
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
厚

意
に
対
L
て
対
及
び
教
育

委
員
会
で
は
同
氏
に
感
謝

状
を
送
り
ま
し
た
。

一患い出の母校に一

国旗掲揚塔の寄附

八
・
九
月
の
天
気
予
報

気
温
八
月
は
平
均
で

は
平
年
並
み
か
い
く
ら
か

高
め
で
月
は
じ
め
と
月
半

ば
に
一
時
低
め
で
九
月
前

半
は
一
時
残
暑
気
味
の
日

が
あ
る
が
半
ば
こ
ろ
か
ら

秋
ら
し
く
な
り
月
平
均
で

は
平
年
並
み
の
見
込
み

o

降
水
量
八
月
は
大
体

夏
型
の
天
候
で
や
斗
変
動

が
大
き
く
。
日
本
に
影
響

す
る
台
民
は
二
J
一
二
個
位

で
雨
量
は
平
年
並
み
九
月

は
月
始
め
は
夏
型
の
天
候

が
多
く
月
半
ば
か
ら
秋
雨

の
降
り
易
く
雨
量
月
平
均

で
は
少
な
め
の
傾
向
で
台

風
は
一
個
位
の
見
込
み
。
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円
)
に
(
た
だ
し
子
ど

も
三
人
の
場
合
。
お
ば

あ
さ
ん
と
子
ど
も
の
場

合
も
同
じ
)
ひ
と
り
ぼ

っ
ち
の
子
ど
も
が
も
ら

う
年
金
が
三
万
円
ハ
月

二
千
五
百
円
叫
に。

。
ま
た
納
め
る
金
も
す
こ

し
多
く
(
約
二
倍
)
な

百
円
に
な
り
ま
す
。

。
国
民
年
金
は
老
令
、
廃

疾
、
死
亡
に
よ
る
生
活

の
苦
し
み
を
防
ぐ
た
め

に
も
う
げ
ら
れ
た
制
度

で
す
。

。
あ
な
た
は
国
民
年
金
に

加
入
す
る
の
を
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
。

も
じ
忘
れ
て
お
り
ま
す

と
国
民
年
金
の
仲
間
か

ら
は
ず
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
ろ
な
・っ
て

は
大
変
で
す
、
入
り
忘

れ
て
い
る
ひ
と
は
い
ま

す
ぐ
役
場
へ
手
続
き
し

て
下
さ
い
。

母
親
ク
ラ
ブ
誕
生
一

須
釜
児
童
館
に

l
j
}

ク監

(
ん
ゲ
)

(
南
須
釜
)

(山
小
屋
〉

事

瀬

谷

タ

ツ

塩

沢

ト

シ

子

矢

吹

節

子

，ク部
落

川

辺
んゲ-小

高

岩
法
寺

ん
γ竜

崎
南
須
釜

ん
γ北
須
釜

ん
ヅ四タ

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

〈い六
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

出
生
児
兵
名
m

世
帯
主
名
句

続

柄

石

井

美

紀

健

吉

孫

坂

本

清

美

佐

田

義

タ

車

田

美

奈

子

次

夫

三

女

佐

久

間

福

男

金

三

採

村

越

一

武

良

政

タ

小

林

竜

也

佳

一

塩

沢

マ

ツ

ヨ

久

松

タ

阿

部

公

平

一

房

吉

矢
一
吹
z

清

信

吉

之

助

お

い

の

二

男

塩

沢

千

恵

子

忠

一

長

女

渡

辺

洋

子

由

松

孫

石

井

浩

，和

利

五

郎

ク

糸

川

辻

椅

ご
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
]

(
六
月
分
の
死
亡
届
か
ら
)

吉タ中川部

落
辺

有小小須
死

賀針林藤立
者
マ氏
名

美ツヤサ

-'-"タ

世
帯
主
名

金

重

富

重
孝

一

嘉

一

先
月
の
日
誌
よ
り

ヨ三

農
業
構
造
改
善
現

地
指
導
会

菌
土
調
査
関
係
監

査日
赤
募
金
配
分
会

議降
霜
に
よ
り
村
内

一
円
農
作
物
に
被

害
(
調
査
)

村
議
会
全
員
協
議

会農
業
委
員
会

国
道
一
一
八
号
線

潰
地
説
明
会

村
議
会
全
員
協
議

会議
員
教
育
委
員
給

食
施
設
並
に
統
合

中
学
校
視
察

農
業
究
員
会

経
済
土
木
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

国
保
運
営
委
員
会

村
議
会
第
二
回
定

例
会

、

総
務
委
員
会

消
防
団
幹
部
会

農
業
委
員
会

七

/
説
明
・
葺
恥
》
A

，，
en--AHベ圃，

?弘
E

h

π

じ
回
一
d
F

F

，f'
k
-
v
O
巴

l

s

ト
ホ
タ
ル
と
び
か
:ょ
う
気

節
で
あ
る
が
、
近
年
農
薬

の
散
布
に
よ
り
数
も
少
く

昔
の
夏
の
風
情
を
思
出
し

て
い
る
人
々
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
暑
い
日
々

が
続
き
ま
す
の
で
、
お
互

に
健
康
に
注
意
し
て
下
さ

、。
thv 

八
日
は
立
秋
、
一
五
日

は
終
戦
記
念
百
巧
す
。
私

た
ち
は
異
国
の
地
で
散
っ

た
同
胞
達
の
め
い
福
を
祈

り
、
二
度
と
戦
争
を
く
り

か
い
さ
な
い
よ
う
亡
き
英

霊
に
誓
い
ま
し
ょ
う
。

公
報
の
発
行
が
お
く
れ

て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
深

く
お
わ
び
申
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
}
同
心
機
一

転
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま

す。

水
難
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

2ヨE. 
・一品

一一
ヨヨ己

ープ可
子
一
八

子
ニ
(
)

三三ヨヨ己. . 
一ーヨヨ己 -

手一一八

プミ=. 六
・
六

六
・
七

六
・
八

六・一亘
六・ニ一一一

六・一一八
六・一一九

七
・
回

孫祖母祖 続

須
釜
児
童
館
で
生
活
指
り
に
総
会
を
開
き
、
会
則

導
を
受
け
て
い
る
、
児
童
な
ど
を
承
諾
し
た
後
、
役

の
保
護
者
で
結
成
さ
れ
た
員
を
次
の
と
お
り
選
任
し

母
親
ク
ラ
ブ
は
、
七
夕
祭
た
。

会

・

長

草

野

ヤ

ス

子

m
北
須
釜
〕

r

S

F

副

会

長

真

野

自

和

子

(

南

須

釜

〉

F

b
官

J
J魁
事

ク

矢

吹

光

江

(

北

須

釜

)

咽

』

伊

丹

ィ

邑

・

司

〈

い

委

員

関

根

マ

ス

ヨ

ハ

タ

)

川

副

司

4

4

1

4

・

が

や

、

病

気

の

と

き

に

り

ま

し

た

。

こ

れ

は

き

ん

ゲ

草

野

ユ

キ

エ

(

ク

〉

-

匂
4-
P

置

さ

る

こ

こ

ろ

の

ひ

ま

の

風

鈴

鳴

る

も

ら

う

年

金

も

六

万

円

わ

め

て

当

然

な

こ

と

で

タ

大

木

ア

サ

子

ハ

南

須

釜

〉

山

雨

の

蝶

飛

べ

る

高

さ

や

牡

丹

の

碑

ハ
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